















































































































































ひ看るの時なり。〔訳文〕僧の玄賓が、三輪の地に草庵を結んだばかり ころであった。宮中の人も民間の者も彼の徳行 敬い尊んだ。玄賓はそ ひどく煩わしいのを嫌って、行方を消してしまった 年 経て、彼の弟子が北方へ下向した。たまたま川 渡し場で翁が目 止まった 身に ぼろの衣服を着ていて、ざんばら髪が姿を一変させていた。しばら じっと見てみると、 昔の師の顔に似ていた。 そこで悲しくなって尋ねてみようと思った。しかし人がいる中でははばかられ そ 上、先を急いで止まるわけにはいかなかった。用事を終え 、帰りに の渡し場に到ったが、再び会えなかった。弟子がその行方を問うと、皆が言うことには、 「あの翁は食べるのに必要な分を計って労賃 受け取っていました 余分なも は受け取らず、他のことは全くしないで、口には常に念仏 と


































































































































































































































くは原放に從はむことを」と。亞相許諾す。卽ち原狀 與 頭陀受けて喜び曰く、 「主人已に近舍に在り。應に須く先づ此の狀を示し、 安心せしむるべきのみ」と。乃ち出づ 近舍の側
かたはら
に在り、






 伊賀国の郡司の家に、不意に一人の托鉢の僧侶がやって来た。芝刈りや樵の庸われ仕事をして、久しく過ごした。その家が突然連座して追放されることになってしまった。使用人は多く離れてゆき、その余った者が主人を擁していたが、 だ集まって泣 だけだった。僧はそこで家 者に計略を進言することには、 「とりあえずはまず都に行って訴えを申し出なさい。事 窮 た後に主人のもとを退散してもまだ遅くはありません。拙僧には国司殿にわずかな恩義があります。都へご一緒させてくだ 」と。主人はまだ信じられなかった。しか すでに他に成すすべは無 。そで試しに共に都に出 け 僧が言う とには、 「私 知る人がいます。主君は暫く近場の宿に入ってお待ち だ い。しか またこのような風体なので、疑い怪し れる ではないかと心配です」と。かくして人から借りて袈裟を身につけた。そして歩国司大納言の屋敷に入った。門番は驚き見て、 （奥に知らせると）ひざまづいて拝礼した。大納言 身 りを整え 出 きて、僧を上座に案内した。そしてすぐさ 大納言は（僧 ）ここ一年姿を消して、世間の者が嘆き惜 ん いたことを述べた。僧侶が言うことには、 「このことは自らまた閑談の折 お話しします。今は急いでお願い申し上げるべき事があり 私がここ何年か世話になっている主人が 突然坐罪を受け、見る 堪えません。その罪が軽いのならば、どうか貧僧に免じ 、放免して きたいのです」と。大納言は承諾した。すぐに放免の書状を与え 。僧
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四『大東世語』 「棲逸」篇注釈稿（堀）
侶は書状を受けて喜んで言うことには、 「主人はすでに近くの宿に居ります。ぜひ先にこの書状を示し見せ 安心させてあげるのがよいでしょう」と。かくして出ていった。近くの宿のそばに行くと、すぐに法衣を脱ぎこれをたたみ、書状をその上に置き、郡司と会わずに、 行方を消してどこかへ去った。皆はそれが玄賓 （の行い）であることを知 、まさしくそのつつしみ深いふるまい感歎した。
〔語釈〕玄賔
　






 煩わしく、 ひどい。 「煩」は、 わずらわしい、 「劇」は、 はげしい、きついの意。
衟鏡
　

















































































































































































ることを願った。しばらくして弾くのを止めた。ものさびしそうにしみじみと吟詠し、さら 嘆息 、 「ああ、なんと人 居ないことか。このひっそり さびし ときに、誰か静かな夜の思いを共にできるも






















































































の皇子で、母は藤原菅根女の更衣淑姫。九三二年、源姓を賜り臣籍降下。九五九年には、邸内に小亭を営んで隠退を志し、 『池亭記』を著す 七七 、 左大臣を退いたのち親王宣下があり中務卿となるが、九八六年に辞任。前
さきの
中務卿を唐名で表現して
















 ひさ い間 伴侶。妻をいうことば。また、年とった伴侶や、老後の伴侶。
一脉泉
　


































































言源俊賢の長男。母は右兵衛督藤原忠君（一説に忠伊）の女。関白藤原頼通 猶子となる。年少より学問を好み、長元二年（一〇二九）正月、蔵人頭左中将から参議に任ぜられ、ついで従三位権中納 となる。後一条天皇の恩寵厚く、天皇崩御後の長元九年、 「忠臣二君に仕えず」として横川楞厳院に登り落飾した。法名は円照（一説に円昭） 。後に大原に住み内外の典籍









































































































無くして其の子を貶惡すべからず」と。三思して乃ち其の附託の意を寤り、憫然として謂へらく「亦た空谷に在りと雖も、愛顧の念、常に忘るべからざれば、則ち堪へずして乃ち言 發するのみ」と。是に於いて毎事其の人を保存す。〔訳文〕源顕基は大原に隠棲し 長く世間との交わりを絶っていた。宇治公 （藤原頼通）が関白であった時 その住まいを訪問した。夜もすがら旧事を語り合った 、ただ仏教の教理 談じるばかりで、一つとし 俗事に話が及ぶことがなかった。公が帰ろうとすると、主人は、 「せがれの資綱は、もとも まことに愚劣な です」 言った。公はまだその時は察しがつかず、ただ「 の人が理由もなく自分の子を悪しざ にいうはずがない」と訝しん 。よくよく考え 末に、私に委託する思いを悟り、哀れがって 「この人もまた の通わぬ谷 出家 身 置きながら、自分の子供への愛情はいつ 忘れられず、思わず言葉 出してしまったのだ」と思った。こう て、 （宇治公は） ある毎にその人（資綱）に目をかけた である。〔原注〕①一云資經。〔書き下し文〕①一に云ふ、資經なりと。〔訳文〕①一説に言う、資経であると






































 源資綱。？～一〇八二。平安時代中期の公卿。権中納言源顕基の子。母は藤原実成の女 正二 中納言に至る 永保二年
























































































































































天養元年少納言に任ぜられ 。それから間もなく氏を藤原姓に復し、同 七月に出家。法名は円空 ち信西 改めた。























































 一〇五八～一 二九 安時代の真言僧。源俊房（一〇三五～一一二一。平安時代 公卿）の子。醍醐寺座主、東大寺別当、東寺長者を歴任した。南郭が通憲の子と誤認したか
覺憲
　





















































































も無して、公も亦た宅を中山に結び、官を辭して入りて居る。再び遣はして參議に言はしむ。 「請ふ一の解事 人 して來しめよ」と 其の人來たる。公乃ち其をして中山の居を周流し遍覽せ む。則ち屋宅の廣狹、以て戸席に至るまで、都て高野の棲居に
俲
ふ。毫も異なる


















 藤原成頼。一一三六～一二〇二 平安後期 鎌倉前期の 卿、僧。仁安元年 （ 一六六） 参議、 二年 （一一六七） 正三位となる。
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